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孝
元
天
皇
、

孝
靈
帝
の
長
子
な
り
。

母
は
細
媛
皇
后
に
し
て
、

孝
靈
帝
の
三
十
六
年
、

立
ち
て
皇
太
子
と
な
る
。

七
十
六
年
二
月
、

孝
靈
帝
崩
ず
。

元
年
丁
亥
、

春
正
月
十
四
日
甲
申
、

天
皇
、
位
に 

　
く
。

時
に
年
六
十
。

是
を
大
日
本
根
子
彦
國
牽
天
皇
と
な
す
。

皇
后
を
尊
び
て
皇
太
后
と
曰
ふ
。

四
年
庚
寅
、

春
三
月
甲
午
。

都
を
輕
に
遷
し
、 

是
を
境
原
宮
と
謂
ふ
。



　

　
ね

ん
み
ず
の
え
た
つ

あ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
づ
の
と
う

こ
う

れ
い

て
ん

わ
う
　
　
は
う
む

　
　

ね
ん
み
づ
の
と
み

は
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ひ
の
と
う

　う
つ

し

こ
め
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
く
わ
う
ご
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ち
の
え
さ
る

は
る

し
ゃ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
み
づ
の
え
う
ま

わ
か

や

ま

と

ね

こ

ひ
こ

ふ

と

ひ

び
の
み
こ
と

　
た
　
　
　
　
　
く
わ
う
た
い

し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
づ
の
と
ひ
つ
じ

あ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
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と
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六
年
壬
辰
、

秋
九
月
六
日
癸
卯
、

孝
靈
天
皇
を
葬
る
。

七
年
癸
巳
、

春
二
月
二
日
丁
卯
、

鬱
色
謎
を
立
て
ゝ
皇
后
と
な
す
。

二
十
二
年
戊
申
、

春
正
月
十
四
日
壬
午
、

稚
日
本
根
子
彦
大
日
日
尊
を

立
て
ゝ
皇
太
子
と
な
す
。

五
十
七
年
癸
未
、

秋
九
月
二
日
癸
酉
、

天
皇
崩
ず
。

年
一
百
十
六
。

劒
池
島
上
陵
に
葬
る
。

追
諡
し
て

孝
元
天
皇
と
曰
ふ
。


